
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

≪北海道子ども読書応援団の取組の紹介≫ 宗谷管内発 

ぱおぱお隊～各種イベントで読み聞かせ会を開催 

稚内市の北海道子ども読書応援団登録団体「ぱおぱお隊」は、稚内大谷幼稚園・オアシス保育園の先生が中

心となって 2013 年に活動を始めた団体です。2012 年、キッズルームを備えた多世代交流スペースが複合商業

施設「キタカラ」内にオープンしたことをきっかけに、「ここで何かできないか」と、幼稚園・保育園の先生方

とまちづくり委員が相談し、同スペースを使った読み聞かせ会を始めることになりました。 

その後、キタカラでの定期的な読み聞かせ会に加え、図書館

祭りや親子ふれあいデーなど各種イベントにおいて読み聞か

せ会を開催するなど、年間 15回程度の活動を行っています。 

季節に合わせた絵本・紙芝居の読み聞かせを中心に、人形劇、

エプロンシアターなども取り入れ、絵本のよさや楽しさを体験

してもらえるよう工夫しています。年齢性別を問わず、誰でも

気軽に楽しめ、心の癒しの場になることを願うとともに、本離

れが進んでいるといわれる昨今、本好きの人が増えることを目

指し活動に取り組んでいます。 

 

 

≪地元企業と連携した教育局独自の取組≫ オホーツク管内発  

教員育成産官学連携プロジェクト「学校と企業のざっくばらん懇談会」 
教員育成産官学連携プロジェクトは、オホーツク教育局がパ

イプ役となり学校・企業・行政等をつなぎ、オホーツク地域の子

どもたちの成長を支える人材を育成する取組です。 

昨年度は、地域と先生方をつなぐオンライン研修会を全６回

実施し、うち２回、企業とのオンライン交流会を北海道家庭教

育サポート企業様はじめ計 22 社の企業様の協力を得て実施し

ました。 

参加した先生方からは「どのような人材が社会から求められ

ているかを知り、大変参考になった」「地域に対して学校ができ

ること、学校が地域に求めていくことを考えていこうと思った」

などの声とともに、参集型での開催を望む声を

多く聞かれました。そこで、今年度は参集型の交

流会「学校と企業のざっくばらん懇談会」を北海道中小企業家同友会オホーツク支部と連携し

て実施する運びとなりました。事業成果は、たよりにまとめ教育局 HP に掲載します。HP 下記

URL には、管内の地域と学校が連携した取組を「つながるオホーツク」としてまとめているので

ぜひ、ご覧ください。 URL：https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/okh/syakaihan/173603.html 

 

 
みんなで応援しよう！ 家庭教育！ 
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「キタカラ」での読み聞かせ会の様子 

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/okh/syakaihan/173603.html


 

＝ 社 会 教 育 マ メ 知 識 ＝ 

Q：「社会教育主事」と「社会教育士」のちがいは？ 

A：「社会教育主事」は、社会教育法に基づいて教育委員会に置くこととされている専門的職員です。いわゆる教

育委員会事務局内の職名です。教育委員会の「社会教育主事」になるためには、社会教育主事講習等での単位

の修得、一定期間の経験年数が必要で、更に、都道府県・市町村教育委員会から「社会教育主事」として発令

されなければ、その職務に就くことができません。 

「社会教育士」は、社会教育主事講習等における学習成果が広く社会における教育活動に生かされるよう、令

和２年４月に制度化した称号です。定められた科目を終了した者は直ちに「社会教育士」と称することができ

ます。「社会教育士」は、社会教育関係団体や NPO、企業など行政職以外の方でも、「社会教育士」と名のるこ

とができます。家庭教育支援や子ども会活動などでの専門性を活かした地域活動や「ハブ」となって多方面と

連携して人や組織をつなげ、地域活性化を図るなど、活躍が期待されています。 

≪家庭教育サポート企業の取組≫ 留萌管内発 

地域のつながりを支える企業の力～三協建設株式会社の子ども食堂支援～ 

留萌市の三協建設株式会社は、平成 21 年に北海道家庭教育サポート企業等制度に登録し、これまで、市内学

校からの職業体験の受け入れや本社前の交差点において児童登校時の交通安全活動、海岸清掃など、地域に根

ざした活動を継続的に展開してきました。 

三協建設では留萌市内の公民館で月１回程度開催されている「わいわい子ども食堂」の運営支援に取組み、

役職員が交代で会場設営や配膳を行っています。以前は食材の提

供やデザートコーナーの設置なども行っていました。 

この取組は、企業の SDGs 推進の一環として始まりましたが、子

どもやその保護者、高齢者など多様な世代が集い、地域住民の繋

がりの場・保護者同士の情報交流の場として機能している子ども

食堂の意義を感じ、地域における家庭教育支援の一端を担う活動

として、会社全体で継続的に支援を行っています。 

 

 

 

 

≪親子で参加可能なイベント・体験プログラムの紹介≫ 上川管内発 

親子で体験！「たびうさぎファミリー」 

美瑛町にある「国立大雪青少年交流の家」では、親子で楽し 

める事業として「たびうさぎファミリー」を年数回実施してい 

ます。この事業は、「体験活動の楽しさと意義を体感すること」 

「家族の交流の機会とすること」を目的として、３歳〜小学校 

３年生までの子どもがいる家庭を対象に行われています。 

会員登録制となっており、昨年度は 172 もの家族が登録して 

いました。その中から各回 15組 50 名程度を定員として実施し 

ています。 

 プログラム内容は、施設の敷地内にある「森のあそび場」を 

活用したターザンロープや丸太とび、ハイジブランコなどの外 

遊び・運動のほか、調理体験やハイキング、絵本専門士による 

絵本の読み聞かせなど、親子でできる様々な体験活動が中心となっています。子どものコミュニケーション

能力の育成や自己肯定感の向上を図る上で体験活動が重要であることを親子で楽しみながら学ぶことができ

るように、その機会を提供しています。 

詳しくは、国立大雪青少年交流の家の HP（https://taisetsu.niye.go.jp）をご覧ください。 
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ターザンロープに挑戦する子どもたち 

https://taisetsu.niye.go.jp/

